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現代社会を読み解く都市研究への学際的アプローチ

－数理工学(都市の OR)と都市社会学のクロスロード－

パネルディスカッション

ディスカッションタイトル：現代都市を読み解く社会情報データの分析視点

ディスカッション要旨

20 世紀初頭からの歴史を持つ伝統的な都市社会学のフィールドワーク的手法は，都市を真

摯に観察し，そこで生じている現象を整理・理解する研究スタイルと考えられる．一方で，

数理工学手法を用いた都市の OR は，数理モデリングという現象の本質抽出と単純化という

演繹的手法で，都市の基礎的性質を導いてきた．このように，一見すると両者はその研究

視点に差異が生じているようにも見えるが，「都市の本質」を紡ぎ出すという大局的視点で

は，一致している．

加えて，都市の OR は，近年の地理情報データ(GIS)の目覚ましい発達により，都市の基

本的性質のみならず，より複雑化された社会システムそのものへも問題を切り込みつつあ

る．その際に重要となるのは「空間データ」，「社会データ」であり，その収集こそ都市社

会学が最も先進的に取り組んできたものと考える．21 世紀を迎え，持続可能な都市システ

ムの在り方を改めて議論するに当り，両研究分野の積極的交流とその融合は，極めて意味

を持つものと言える．本パネルディスカッションを通し，当該目的が達せられるための道

筋，問題点，展望等について議論する．
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多数．専門は，都市社会学，地域社会論，生活史研究．
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学院理工学研究科開放環境科学専攻後期博士課程修了 博士（工学）．首都大学東京システ

ムデザイン学部助教を経て，現在，早稲田大学高等研究所助教，

専門は，社会システム工学，オペレーションズ・リサーチ，都市工学，情報ネットワーク．


